
シ
ン
グ
ル
シ
ー
ド
マ
ガ
キ
（
華
漣
）
の
環
境
変
動
耐
性
選
抜
育
種
に
つ
い
て 

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場 

種
苗
量
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー 

介
藻
類
科 

 

は
じ
め
に 

長
崎
県
の
マ
ガ
キ
養
殖
は
近
年
一
二
〇
〇
ト

ン
か
ら
一
三
〇
〇
ト
ン
の
生
産
量
で
推
移
し
て

お
り
、
主
に
殻
付
き
で
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
有

明
海
区
は
、
県
内
二
位
の
生
産
地
で
、
そ
の
多
く

は
諫
早
湾
で
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
諫
早

湾
産
の
マ
ガ
キ
は
身
入
り
が
良
く
、
市
場
評
価

も
高
い
の
で
す
が
、
生
産
が
不
安
定
で
、
数
年
お

き
に
不
作
年
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。 

              

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
諫
早
湾
の
養
殖
マ

ガ
キ
は
、
夏
の
終
わ
り
に
大
量
へ
い
死
を
起
こ

す
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
内
湾
な
ど
餌
が
豊

富
な
漁
場
で
は
、
高
水
温
時
に
発
生
す
る
消
化

器
官
の
代
謝
障
害
が
発
生
原
因
と
推
察
し
て
い

ま
す
（
長
崎
水
試
研
報
第
三
十
一
号
）。 

こ
の
対
策
と
し
て
、
水
産
試
験
場
で
は
オ
イ

ス
タ
ー
バ
ー
な
ど
で
人
気
が
あ
る
シ
ン
グ
ル
シ

ー
ド
牡
蠣
の
高
温
耐
性
品
種
を
作
出
し
（
商
標

登
録
名
称
「
華
漣
」
）、
ま
た
、
へ
い
死
が
起
き
や

す
い
夏
季
の
経
験
回
数
を
二
回
か
ら
一
回
へ
と

減
ら
す
単
年
度
生
産
技
術
を
開
発
し
ま
し
た

（
漁
連
だ
よ
り
平
成
二
十
一
年
五
月
号
、
平
成

二
十
三
年
十
一
月
号
、
平
成
二
十
七
年
二
月
号
、

平
成
二
十
九
年
一
月
号
で
紹
介
）。
現
在
で
は
、

十
四
業
者
が
「
華
連
」
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

環
境
変
動
に
適
応
し
た
耐
性
選
抜
育
種 

と
こ
ろ
が
、
令
和
元
年
の
夏
季
に
、
通
常
の
養

殖
マ
ガ
キ
と
同
様
に
、「
華
漣
」
で
も
大
量
へ
い

死
が
発
生
し
ま
し
た
。
へ
い
死
の
要
因
と
し
て
、

夏
季
の
高
水
温
に
加
え
、
水
温
の
乱
高
下
の
発

生
等
が
推
察
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
の
環
境

変
動
に
、
現
在
の
「
華
漣
」
の
品
種
で
は
、
対
抗

で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
の
生
き
残
り
を
用
い

て
、
令
和
二
年
度
に
民
間
企
業
で
生
産
さ
れ
た

「
華
漣
」
種
苗
を
一
代
目
選
抜
（
Ｆ
１
）
と
す
る

新
た
な
「
華
漣
」
の
選
抜
育
種
を
始
め
ま
し
た
。

諫
早
湾
で
は
過
去
の
調
査
な
ど
か
ら
、
夏
季
に

代
謝
障
害
と
考
え
ら
れ
る
異
常
が
起
き
や
す
い

漁
場
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
漁
場
を
用
い

て
選
抜
飼
育
を
行
い
、
約
二
〇
％
を
一
回
目
の

選
抜
と
し
ま
し
た
。
こ
の
手
法
は
バ
イ
オ
ア
ッ

セ
イ
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
悪
い
環
境
を
利

（諫早湾漁協情報提供、県南水産業普及指導センター取りまとめ） 
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図１．諫早湾漁協養殖マガキ生産量の推移



用
し
て
耐
性
種
を
作
出
す
る
方
法
で
す
。 

ま
た
、
バ
イ
オ
ア
ッ
セ
イ
の
効
果
を
確
認
す

る
た
め
、
環
境
変
動
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
水

温
を
指
標
と
し
て
、「
華
漣
」
を
用
い
た
高
水
温

試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
二
四
℃
、
二
八
℃
、
三

二
℃
の
三
区
の
水
温
帯
で
二
週
間
給
餌
飼
育
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
生
残
率
は
九
〇
か
ら
一
〇

〇
％
と
差
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三

二
℃
区
の
消
化
器
官
の
細
胞
に
変
性
が
み
ら
れ

ま
し
た
（
図
２
）。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
近
年
の
高
水
温
は
「
華
漣
」

の
生
理
状
態
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

し
た
。 

こ
れ
ら
の
選
抜
を
生
き
抜
い
た
「
華
漣
」
を
親

貝
と
し
て
、
令
和
三
年
三
月
に
、
加
温
成
熟
技
術

で
早
期
採
卵
し
た
、「
華
漣
」
選
抜
種
の
二
世
代

目
（
Ｆ
２
）
を
七
万
個
生
産
し
ま
し
た
。 

五
月
に
は
、
生
産
し
た
Ｆ
２
種
苗
二
千
個
体

を
、
昨
年
と
同
じ
諫
早
湾
の
小
長
井
町
地
先
の 

             

マ
ガ
キ
養
殖
筏
に
垂
下
し
て
、
さ
ら
に
選
抜

飼
育
を
進
め
て
い
ま
す
（
図
３
）。 

       

今
後
、
継
代
選
抜
を
数
年
続
け
る
こ
と
で
、
環

境
変
動
に
対
応
し
た
新
た
な
耐
性
を
持
つ
「
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
華
漣
」
を
作
出
し
、
漁
協
や
生
産
者

の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
商
品
化
を
目
指
し
て

い
く
予
定
で
す
。 

 

（
担
当 
村
田
昌
子
・
大
橋
智
志
） 

図 3 加温成熟技術で生産された 

華漣 F2（上）と選抜飼育中の華漣 F2

（下） 

A B 

図 2．高水温飼育試験結果。開始時（A）と 32℃区の終

了時（B）の消化毛嚢組織像。Bでは疎構化が著しい。 


